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前
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新
新
購
鉱
飢
凧
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目
貝
　
自
自
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共
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議
修
彦
衛
夫
郎
計
嵌
数
数
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院
勝
兵
節
三
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権
者
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議
鳥
川
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讃
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衆
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最高裁判所国民審査結果

彦
郎
進
治
一
次

影
欝
圭

安
角
大
木
和
牧

罷免を可と
する投票数

2，790票

2，815票

2，696票

2，695票

2，540票

2，478票

※o投票者数
o有効投票数

o無効投票数

o投票用紙の持帰り

罷免を可と
しない投票数

22，697票

22，672栗

22，791票

22，792票

22，947票

23，009票

27，722人

25，487票

2，234票

　　1票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す

　
毎
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
　
　
査
員
が
各
対
象
事
業
所
に
伺
い
ま
す

わ
れ
て
い
る
工
業
統
計
調
査
が
今
年
　
　
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

も
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
　
た
、
従
業
員
が
三
十
人
以
上
の
事
業

我
が
国
の
製
造
業
の
す
が
た
や
活
動
　
　
所
は
、
合
わ
せ
て
石
油
等
消
費
構
造

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
　
　
統
計
調
査
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
全
数
調
査
で
、
昨
年
行
わ

れ
た
”
新
潟
県
地
場
中
小
工
業
統
計
　
雪
お
ろ
し
の

調
査
”
は
工
業
統
計
調
査
の
中
に
含

ま
れ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
転
落
事
故

手
舞
纏
菰
礁
齢
　
　
防
止
を

　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
、
各
地

　
　
　
　
　
　
　
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
始
ま
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
．
睡
醸
酪
　
　
　
た
が
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
し
て
い
ま
す
。

各種相談へ
〔交通事故相談〕　1月9日（月）

〔定例行政相談〕　1月19日（木）

〔巡回内職相談〕　1月20日（金）

　　いずれの相談も
時間　午前10時～午後3時
会場　市役所市民相談室

　
十
九
日
に
は
、
下
条
（
原
）
で
、

お
じ
い
さ
ん
が
転
落
事
故
死
し
て
い

ま
す
。

　
事
故
は
一
回
目
の
除
雪
時
に
一
番

多
く
発
生
し
ま
す
の
で
、
屋
根
の
雪

お
ろ
し
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

昭和59年消防出初式日程

地　区　名 日　時 場　　　所

十日町・川治
（瞥：李：1：鳥） 1月6日

10時～

本町2丁目道路上

降雪の状況によ

り市民体育館及

び市民会館

中条平場
（第6分団）

1月16日

10時～ 農協中条支所

中条平場
（第7分団）

1月8日
10時～

新水克雪センター

六　　　　箇

（第8分団）

1月16日

10時～
老人福祉センター

吉　　　　田

（第11・12分団）

1月8日
9時50分～ 吉田中学校

下　　　　条
（第13・14分団）

1月8日
10時～ 下条公民館

水　　　　沢
（第15・16・17分団）

1月16日

10時～ 水沢小学校

1月の日曜営業
ガソリンスタンド（輪番制）

8日　米岡石油川西町給油所
　　村山石油十日町給油所
　　村昭石油住吉給油所
15日　山松商店川西給油所

　　ミナミ商会川治給油所
　　倉沢石油春日町給油所
22日　大渕石油栄橋給油所

　　山田屋商店十日町給油所
　　協和石油十日町給油所
29日　長谷川石油下条給油所

　　吉田商会土市給油所
　　山松商店十日町給油所

羽根川荘・四ッ宮荘休館日

〔年末年始〕12月28日困～1月3日（幻

〔小正月〕1月15日（日）・16日（月）

　年末年始の市役所業務

市役所では、12月29日（木）から1月

3日（火）まで平常業務を休ませていた

だきます。

ただし、市民生活課、税務課、会計課

の窓口は、29日は1日中、30日は午前中

業務を行います。

出張所の業務は休みです。新年は1月

4日（水）が仕事始めになります。

　年末年始のごみ収集
衛生施設組合では、12月31日（土）か

ら1月3日（火）まで、ごみ収集を休ま

せていただきます。なお、焼却場へのご

みの持ち込みは、12月29日、30日は1日

中、31日は午前中まで受付ています。埋

立て地は30日までです。

お問い合せは、衛生施設組合（智52－

3924番）へ。
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第
三
十
五
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
が

二
月
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日
の
三

日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
か
ら
雪
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
雪
の
芸
術

　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
き
－
磯
　
欝
　
　
　
欝

纈灘騨纐塑甕
響

　
　
鍵
垂

展
参
加
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
①

一
般
作
品
（
A
・
B
）
、
②
特
別
作

品
、
③
学
童
作
品
の
四
部
門
で
す
。

審
査
対
象
は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

璽
灘
、

響
轍
灘

　
　
　
懸
醤
霧
響
糠

　繊華

無

＿蝋，。ゆ篇；鴨4灘

　
　
輿
穿
髪
難　　
　
　
　
．
灘

　
　
　
難
諸

　
　
　
　
モ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
欄
㎜

雪まつりポスター

カーニバルステージは

　　　　　　大阪城を模して

高
層
ビ
ル
火
災
に
備
え

」：＝鰭羅

醗

騨
鞍　　　鰍

　
欝
翫
　
謬

縮職　
　
・

鵠
　
置

練
塔
完
成

　
複
雑
化
す
る
事
故
や
増
加
す
る
中

高
層
ビ
ル
に
対
応
し
よ
う
と
、
十
日

町
消
防
本
部
で
は
、
庁
舎
内
に
十
五

層
の
訓
練
塔
を
完
成
さ
せ
、
十
五
日

初
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
郡
市
内
で
も
、
三
階
建
以
上
の
中

高
層
建
築
物
が
約
三
百
五
十
戸
も
あ

り
、
津
南
町
の
年
金
保
養
基
地
に
は

七
、
八
階
の
ビ
ル
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
訓
練
塔
を
利
用
し
て
、

　
ロ
ー
プ
操
法
、
は
し
ご
操
法
、
高
所

救
助
操
法
、
救
命
銃
発
射
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
、
本
番
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

た
審
査
員
が
保
存
性
を
考
慮
し
な
が

ら
①
着
想
、
②
技
術
、
③
努
力
の
三

点
か
ら
審
査
し
ま
す
。

表
彰
　
十
日
町
市
長
賞
、
十
日
町
商

工
会
議
所
会
頭
賞
ほ
か
七
賞
、
入
選

特
別
表
彰
　
五
年
及
び
十
年
表
彰

申
込
み
　
一
月
十
七
日
（
火
）
ま
で

に
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
智
五
七
ー
三

三
四
五
番
）
へ
。

ミス雪まつりを募集

　
雪
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
第
三
十
五
回

十
日
町
雪
ま
つ
り
の

「
ミ
ス
雪
ま
つ
り
」
を

つ
ぎ
の
要
項
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
ミ
ス
雪

ま
つ
り
三
名

■
応
募
資
格
　
市
内
在

住
ま
た
は
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
十
八
歳

大
難
翻
灘
慧
鐙
こ
テ
ィ

　
　
　
　
懸
灘
翻
繕
竣
工

　
　
　
　
欝

彗
釜

曹
以
上
二
十
五
歳
以
下
の
未
婚
女
性

　
（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

　
■
応
募
方
法
　
便
せ
ん
に
住
所
・
氏

　
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
電

　
話
番
号
・
職
業
・
身
長
・
体
重
を
記

　
入
。
全
身
写
真
（
カ
ラ
ー
G
判
サ
イ

　
ズ
）
添
付
。
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま

　
せ
ん
。

　
目
応
募
先
　
十
日
町
雪
ま
つ
り
事
務

　
局
（
〒
九
四
八
、
十
日
町
市
本
町
六

　
丁
目
一
、
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
内
）

　
■
応
募
締
切
り
　
一
月
二
十
二
日
㈲

　
■
審
査
　
一
月
二
十
九
日
㈲
　
市
民

　
会
館
（
公
開
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
■
賞
　
十
日
町
の
き
も
の
（
振
袖
）

　
第
三
十
六
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に

　
招
待
（
六
十
年
二
月
上
旬
）

　
■
そ
の
他
　
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
方
か

　
ら
は
、
四
大
ま
つ
り
、
市
観
光
協
会
の

　
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
工
面
部
部
は
益
て
域

建
の
床
2
2
費
収
け
地

に
“
延
室
室
事
じ
受
・
．
・

地
一
　
・
和
習
工
く
円
い
す

璽
蓄
憶
誘
雲

学
セ
ま
2
8
、
。
［
5
理
ゆ

小
イ
れ
る
室
す
タ
を
管
て

凪
テ
わ
き
習
ま
ン
金
営
つ

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

井
二
行
で
実
レ
セ
附
運
担

大
ユ
が
用
理
て
合
寄
て
を

旧
ミ
式
利
調
れ
総
区
い
割

の
コ
エ
で
、
さ
治
地
お
役

内
田
竣
き
室
置
自
、
に
の

地
井
に
続
会
配
ち
円
区
て

一
大
日
間
集
が
う
万
地
し

第
．
8
2
の
ど
の
0
0
、
と

町
た
月
、
り
な
こ
ゆ
は
設

日
い
n
で
張
室
、
2
後
施

四
て
、
㎡
板
務
で
を
工
点

ら
れ
し
3
6
の
事
円
成
竣
拠

か
ら
了
乳
坪
体
万
助
。
の

月
め
完
4
9
3
7
団
6
8
う
す
り

5
進
が
は
、
、
6
ヲ
行
ま
く

　
が
事
積
屋
屋
6
で
い
づ

サラリーマンの確定申告

　大部分のサラ1トマンの所得税は、12月の年末

調整でその年の納税が完了することになりますの

で、改めで確定串告をする必要はありませんが、

例えば次のような人は確定申告をする必要があり
　
　
　
ロ

　
　
　
す
給
給
同
②

で
例
ま
①
②
③

与の収入金額が1千万円を超える人

与のほかに20万円を超える所得がある人

族会祉の役員やその親族など特定の人（①、

にかかわらない〉で、その会社から給与のほ

禮艶鮨　　書雛霧鱗養

舞
　　　　　　　2ミ　　貸料等の支払いを受

　　　　　ダ　　　uへ7一　ら働　　けている人。
　　　　＿　　　　ζ』
　　　　　，　　　　　　　詳しくは十日町税

謝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　熊　　　』　　務署（盈52－3181番）
　　　　穐　　　卑峻
　　　蔀円　億塩　　へおたずねください。

市
国
際
交
流
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
金
に
資
金
援
助
を

　
市
で
は
、
市
民
に
よ
る
姉
妹
都
市

コ
モ
市
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
親
善

交
流
の
促
進
に
あ
わ
せ
て
、
市
を
代

表
し
て
北
信
越
大
会
、
全
国
大
会
な

ど
に
出
場
す
る
文
化
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

選
手
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
青
少
年
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
向

上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
、
十
日

町
市
国
際
交
流
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基

金
を
設
立
し
、
こ
と
し
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
基
金
の
積
立
て
は
市
の
資
金
及
び

民
間
か
ら
資
金
援
助
を
仰
い
で
行
い
、

助
成
経
費
は
、
そ
の
運
用
収
益
を
あ

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
生
活
の
中
で

も
国
際
親
善
交
流
の
輪
は
大
き
く
ひ

ろ
が
り
、
さ
ら
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
じ
て
、
一
層
の
青
少
年
健

全
育
成
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
こ

と
で
す
。

　
こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
資
金
援
助
（
寄
付
）

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
ご
厚
意

を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

■
援
助
資
金
（
寄
付
金
）
の
額

　
い
く
ら
で
も
結
構
で
す
。

■
援
助
の
手
続
き
　
市
総
務
課
（
智

五
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
一
二
～

二
一
五
）
に
連
絡
い
た
だ
け
ば
係
が

で
む
き
ま
す
。
ま
た
は
市
内
金
融
機

関
及
び
農
業
協
同
組
合
（
本
所
及
び

各
事
業
所
）
市
役
所
（
総
務
課
及
び

各
出
張
所
）
に
専
用
の
納
付
書
が
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
と
っ

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
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苗
聡醗

蔀
競
員
給
与
尊
胆
，
恥
て

　
地
方
公
務
員
の
給
料
、
退
職
手
当
な
ど
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
、
他
市
町
村
を
は
じ
め
地
域
の
民
間
事
業
従
事
者

と
の
均
衡
を
は
か
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
当
市
で
は
、
十
一
月
二
十
五
日
号
で
職
員
給
与
の
公
表
を

行
い
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
で
構
成
）

と
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
十
日
町
市
と
川

西
町
で
構
成
）
の
給
与
の
実
態
を
国
、
県
と
比
較
し
な
が

ら
、
つ
ぎ
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

（57年度普通会計決算）
況状の費件人1．

区　　分 圏域内住民基本台帳人口

　　（58．3．31）
歳出額A 人件費B 人件費率（B／A

広域事務組合 79，979人
　　　　千円

635，251

　　　　千円

380，161

　　　％

59．8

衛生施設組合
59，076人

　　　　千円

400，816

　　　　千円

102，057

　　　％

25．4

人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。※

職員給与費の状況
　　　　　　　　　（昭和58年度普通会計予算）2

区　分 職員数　　　A
給　　　　　与　　　　　費 1人当り

糸合与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　　B

広域事務

組　　合 83人

　　　干円

179，792

　　　千円

52，877

　　　千円

78，389

　　　千円

311，058

　　千円

3，748

衛生施設

組　　合 28人

　　　一

53，355 16，097

　　　千円

23，178 92，630

　　』千円

3，308

※1．職員手当には退職手当は含まれていません。

　2．給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善費は含まれていません．

月額及び
広域事務組合 衛生施設組合 国 新潟　県 ）・欄只v／Tのづ叩管月駅／入）

　　　平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和58年4月1日現在）区分 初任給

採用2年

経過日

給料額
初任給

採用2年

経避日

給料額
初任給

採用2年

経過日
給料日
初任給

採用2年

経過日

給料額 区　分 一般行政職
消　　防　　職

一般行

政職

大卒
　　円
101，900

　　円
112，600

　　円
101，900

　　円

112，600

　　円
101，900

　　円
112，600

　　円
101，900

　　円
112，600

平均給料月額 平均年齢
　　　　’

平均給料月額 平均年齢
　　　　円

168，400
　　　歳

35．9

　　　　円

184，963

　　　歳

36．1
高卒
　　円

85，900

　　円

91，500

　　円

85，900

　　円

91，500

　　円

85，900

　　円

91，500

　　円

85，900

　円
91，500

広域事務
組　　合

衛生施設
組　　合

　　　　円

162，000
　　　歳

36．1

郡撮

大卒
　　円
112，500

　　円
124，200

国
　　　　円

208，297
　　　歳

40．1高卒
　　円

94，500

円

新潟県
　　　　円

212，094

　　　歳

38．86．等級別職員数の状況

（昭和58年4月1日現在）

職員の平均給料
平均年齢の状況
3

職員の初任給の状況（日召禾058年4月旧現在）4．

職員の経験年数別
学歴別給料月額の状況
　　　　　　　　（昭和58年4月1日現在）

5．

等級別職員数の状況
　　　　（昭和58年4月1日現在）

6．

広
　
域
事
務
　
組
合

区　　　分 1等級 2等級3等級4等級5等級 計
つ・豚貝Uノ荘駅等銀別
　　学歴別給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（昭和58年4月1日現在）

　
　
　
」

一
般
行
政
職

標準的な
職務内容

部長 次長 係長 主事 主事補

職員数（人） 1 1 2
区　　　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

広域事務組合

一般行政職

大卒 166，800円 186，400円 249，500円
構成比（％） 50．0 50．0 100．0

高卒 138，300円 161，800円 190，700円

消
　
防
　
職

標準的な

職務内容

司令長
消防長
署　長
課　長

司　　令
次　　席
課　　長
補　　佐
／」・隊長

所　　長

司令補

係　長

副所長

士　長

副士長

消防士
衛生施設組合

一般行政職

大卒 166，800円 186，400円 249，500円

高卒 138，300円 161，800円 190，700円

職員数（人） 5 5 9 19 40 78 消　　防　　職
大卒

高卒 154，300円 192，400円 219，900円
構成比（％） 6．4 6．4 11．5 24．4 51．3 100．0

7．職員手当の状況衛
生
施
設
組
合

区　　　分 1等級 2等級3等級4等級5等級 計

一
般
行
政
職

標準的な
職務内容 局長

次長 係長 技師 技師補

区　　　　分 当　組合 国 新潟県
職員数（人） 1 2 2 7 2 14

期末勤勉手当

（昭和57年度

　支給割合）

区　　　分 期　末 勤勉 期　末 勤勉 期　末 勤勉
構成比（％） 14．3 50．0 14．3 100．0

6　月　期
　月分
1．4

月分
0．5
　月分
1．4

月分
0．5
　月分
1．4

月分
0．5『

広

12　月　期 1．9 0．6 1．9 1．9 0．6

3　月　期 0．5
『
0．5

一
0．5

一

計 3．8 1．1 3．8 3．8 1．1

域
事
務
組
合
●
衛
生
施
設
組
合
退職手当

　（支給率）

区　　分 自己都合 勧奨 自己都合 勧奨 自己都合 勧奨
区　　分 報酬年額 区　　分 報酬年額

最高限度額 60．0 67．5675 60．0 67．5675 60．0 67．5675

職
　
　
　
　
名

管理者 20，000円

職
名

十日町市
消防団長 48，000円

勤続20年 21．0 30．7125 21．0 30．7125 21．0 30．7125副管理者 20，000 〃副団長 35，000

収入役 20，000 〃分団長 25，500 勤続30年 41．25 57，915 41．25 57，915 41．25 57，915

議　　長 20，000 〃副分団長 16，500
勤続35年 48，125 67．5675 48，125 67．5675 48，125 67．5675

副議長 20，000 〃部長 12，500
1人当り平均

支　給　額
昨年度
なし

18，784

　千円議　　員 20，000 〃班長 8，000

〃団員 7，000

の状況当手員職7．

組合の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数で※1．当1
　　　す。

2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な

　職名です。

特別職の報酬等の状況
　　　　　　　（昭和58年4月1日現在）

8．

「τ
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たいい《．

スポーツコ白ナ9

OO②（葺Q礁②⊂）ロ0口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の
　いつでもど二でもちょっと1分閣すぽ一つしてみませんか。

⇔年末・年始のあわただしい中こそ、ちぴ一っと心とからだにい・たわりを一

体育課智57＿3111番㊥326、市民体育館智57－5208番⇔雪かきを生かす餓持ちで身体運動

1月のおもなスポーツ行事予定
期日（曜） 行　　事　　名 会　場 主　管

％1～％ アルペンスキー強化合宿 市民スキー場 十日町スキータラブ

％（月） 新雪ジョギングマラソン大会 新座分館 陸上協会新座スポーツタラブ

％（金）
県ジュニアクロスカントリー

　　　スキー記録会
十二社上段 県スキー連盟

垢（火）．
郡市中学校アルペンスキー

　　大会（兼）中越予選会
マントパーク 郡市中体連

％（火）
中越地区高校ジャンプ

　　スキー大会
市民スキー場 県高体連

％～協 十日町市スポーツ少年団寒稽古 武　道　館
スポーツ少年

団　本　部

％（水） 十日町市スポーツ少年団新年会 〃 〃

垢（金）
中越地区中学校スキー大会

（クロスカントリースキー）
堀之内高校周辺 中　体　連

％（金）
中越地区中学校スキー大会

　（アルペンスキー）
マントパーク 〃

堀（土） 十日町市体育協会常任理事・理事会 丸栄会館 市体育協会

矯（日） バ　ッ　ジ　検　定　会 市民スキー場 十日町スキータラブ

⇔家族みんなで声かけあって規則正しい1日を

クヤ
婬

騨誹編レ

1ちょっとした工夫で効果ある運動を

8

一照会先一

・中条桂スキー場｛讐讐套ll二llll馨

・下条中峰スキー場｛蝉霧套ll：llll馨

・市民スキー場響難一智57－5886番

アルペンスキー
　　　　強化合宿へのお誘い

　十日町スキークラブでは、つぎの要項でアルペン

強化合宿を行いますので、希望者は同本部まで申し

込んでください。

■期　　日　12月25日～1月4日

　　　　　午前の練習　9：00～12：00

　　　　　午後の練習　1：00～4：00

■会　　場　十日町市民スキー場

■参加資格　どなたでも参加できます。また途中か

　　　　　　らの参加もできます。

■申込先十日町スキークラブ本部

　　　　　　（智57－2493番）

■参加料クラブ員は無料、一般の方は1日500円

■内　　容　基本技術、回転、大回転

市民体育館

　　　　　　　　　　　のユのほぽのゆの
　　　　　　ク　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　らロウ

びて短占甲！がべ◎卿㌧ン

幅一．，疑骸豪／

◎鶴御罐．
　　　　／／～奪眠z
　　　－z．〆！・㌻ヨ1・．之二

　年末、年始の忙しい時も、気持ちひとつ

　で楽しいトレーニング

　　　　　　　藁、　，ノ鷺
　　　　　　　ク　・〆
　　　　　　グ　　　　　　1グ　　　　）｝
　　　　　4，し

ノ　蓼　一
一　　　　60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身近かな所で、ちょっと厳しく

体力つくり100日運動実践カードの提出を
　～新しい年を期して、健康つくり、体力つくり活動を開始しよう～

4ぜ

／
、／｛、

　市体育課では、市民の「健康つくり、体力つ

くり」をめざして、体力つくり100日運動の実践を

呼びかけてきましたが、現在実践カードの回収

を行っています。市体育課か市民体育館に提出

してください。（来年1月31日が締切日です。日

数不足のかたはがん嫉りましょう。）

冬こそ基礎体力を

も、落雪などに患分建意し鷲くだ惑懸。

～体育施設を
　　有効活用しよう～

　黛健康”は眠っているときつくられる。

オフシーズンこそ、身体をきたえるよい

時です。また克雪都市十日町、スポーツ

都市十日町の実現は市民みんなの願いで

す。屋外でのスポーツ活動を積極的に行

うとともに、体育施設を大いに活用し、

身体をきたえ、いい汗を流しましょっ。
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⑱
節
季
市
に
よ
る
交
通
止
め
の
お
知
ら
せ

1
月
1
0
．
1
5
．
2
0
．
2
5
日
の
4
日
間
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

ま
で
諏
訪
町
通
り
が
全
面
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

　　　　　　　　さ

醗㌧1

・壷
　口
　　高橋商店

諏

訪

町

通

り

．
本
園
・

宮
公

露
店
出
店
区
域
略
図

消防小屋

喫茶すわ
　　　口

團 口山内写真館

至長野国道I　l7号線

●
露
店
出
店
区
域
目

●
進
入
禁
止
標
示
板
e

至小千谷

「陥

クロス10冬期講座（工芸袋物）

受講生を募集〃
旋いへん好評を糖だだいている工芸袋物

教室の冬期特別教室の受講生を募集しま

す。初心者の方ぞも講鯛がていねいに教

えますので、安心して受講できます。

Q講締　押木艶》先生

　　　　《十欝購服飾響門学校！

O開講籔と時闘　1月9欝麹毎週月曜日
　　　　　　　の年後11＄0’》峯後3：30

0受講料　　生國ヱ，0◎0駕

なお、串じ込轟ぽ随時牽付けて鱒ますの

で、いつ懸もお気軽にクロ禦0ま癒どう

ぞ。鐙猛悲57－232＄㈹

御
陣
荘
に
無
料
休
憩
室
開
設

　
御
陣
荘
（
津
南
町
）
で
は
、
二
階

ロ
ビ
ー
の
続
き
に
「
無
料
休
憩
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
度

津
南
町
彼
岸
チ
ャ
リ
テ
ィ
市
の
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
配
置
し
た
も
の

で
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
の
消
防
法
の
改

．
正
に
よ
り
御
陣
荘
も
⑧
マ
ー
ク
の
交

付
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ー
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
1

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
2
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
り
ま
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

二
段
ベ
ッ
ト

中
　
古

相
談
で

ス
キ
ー
ぐ
つ

（
二
＋
四
・
五
㎝
）

ラ
　
ン
　
グ

ス
キ
ー
ブ
ー
ツ

二
万
円

ガ
　
　
ラ
　
　
ス
　
　
戸

障
　
　
　
子
　
　
　
戸

　
　
襖

各
　
種

寸
法
あ
り

格
安
で

ス
キ
ー
ぐ
つ

（
二
十
四
㎝
）

オ
レ
ン
ジ

（
バ
イ
ソ
ン
）

相
談
で

ガ
ス
オ
ー
ブ
ン

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

中
　
古

一
万
円

自
　
　
動
　
　
車

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

車
検
六
＋

年
六
月
迄

十
五
万
円

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

〃

相
談
で

軽
　
自
　
動
車

ホ
ン
ダ
ラ
イ
フ
4
8
年
型

車
検
切
れ

五
万
円

電
子
力
1
ペ
ッ
ト

〃

二
万
五
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

シ
ャ
ー
プ
パ
ソ
コ
ン

（
M
Z
二
〇
〇
〇
）

フ
ロ
ッ
ピ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
付

相
談
で

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

机

中
　
古

〃

自
　
　
転
　
　
車

女
　
子

二
＋
イ
ン
チ

相
談
で

ス
キ
ー
（
㈹
㎝
）

ス
キ
ー
ぐ
つ
（
2
7
㎝
）

〃

一
万
円

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

除
　
　
　
雪
　
　
　
車

（
故
障
中
で
も
可
）

中
、
古

〃

南
の
島
の
人
た
ち
と
の
音
楽
交
流

　
古
く
な
っ
た
、
い
ら
な
く
な
っ
た
楽
器
を
贈
ろ
う

青
年
の
船
の
会

　
世
界
中
の
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
歌
や
楽
器
が

大
好
き
で
す
。
青
年
の
船
の
会
（
い

ま
ま
で
の
青
年
の
船
体
験
者
の
集
ま

り
）
で
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と

南
の
島
の
人
々
の
つ
な
が
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
今
自
分
達
の
身
の
廻

り
で
不
用
と
な
っ
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
カ
ズ
タ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
楽
器
を

贈
る
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

　
来
春
一
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
オ
セ

ア
ニ
ア
諸
国
に
向
け
て
今
年
度
の
青

年
の
船
が
船
出
し
ま
す
が
、
そ
の
と

き
に
、
集
ま
っ
た
楽
器
を
贈
り
届
け

て
来
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
古
く
な
っ
た

り
、
不
用
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
楽

器
が
有
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
受
付
窓
口
は
、
十
日
町
市
公
民
館

■
期
限
は
、
来
年
一
月
七
日
ω
ま
で

■
連
絡
や
問
い
合
わ
せ
は
、
尾
身
伝

吉
さ
ん
（
智
五
七
ー
五
七
〇
八
番
四

ツ
宮
荘
内
）
へ
。

博
物
館
資
料

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

柳
　

義
一
（
吉
田
山
谷
）

小
千
谷
市
教
育
委
員
会

関
　
織
　
物
（
中
条
島
）

酒
井
　
謙
二
（
西
浦
町
東
）

新
潟
県
史
編
さ
ん
室

福
原
　
タ
マ
（
松
之
山
町
）

（11月分）

十日町の

　　人に

　　　　　なりました

■本町西1丁目
　池田2矯実さん　　　　　〔41〕
　～東鼠・板橋区から～

★
正
確
に
い
う
と
十
日
町
の
人
に
な

っ
だ
と
い
う
よ
り
、
十
日
町
の
人
に

な
壌
つ
つ
あ
る
と
い
う
表
現
に
な
り

ま
す
が
、
東
京
は
板
橋
区
か
ら
毎
週

の
よ
う
に
十
日
町
に
来
て
、
医
院
の

診
察
や
往
診
な
ど
の
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
・
ユ
ー
ル
で
働
い
て
い
る
人
は
、
本

町
西
一
、
丁
目
池
田
医
院
の
透
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
み

含
鱗
牽
園
歳
）
の
妻
光
実
さ
ん
（
三

　
　
　
　
　
　
ψ

十
一
歳
）
で
す
。

★
お
二
人
が
細
り
合
っ
た
の
は
、
東

京
の
某
犬
学
病
院
の
内
科
の
概
究
室
。

二
年
前
に
結
婚
し
て
、
現
在
は
長
男
、

迅
く
ん
（
｝
歳
二
ヵ
月
）
と
の
三
人

家
族
。
光
実
さ
ん
は
、
実
家
の
病
院
、

勤
め
先
の
自
衛
隊
中
央
病
院
、
そ
し

｛
十
田
町
と
多
忙
な
生
活
癒
す
。
そ

ん
な
中
で
、
十
日
町
の
印
象
に
つ
い

て
「
人
情
味
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

ま
お
り
の
皆
さ
ん
か
ら
本
当
に
親
切

田
中
　
ト
ワ
（
川
西
町
）

田
中
　
ロ
ク
（
川
西
町
）

中
林
　
順
治
（
稲
荷
町
2
）

根
津
　
美
男
（
昭
和
町
4
）

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
一
　
「
東

京
と
の
往
復
が
多
い
わ
け
で
す
が
、

最
近
思
う
こ
と
は
、
十
日
町
は
遠
い

と
こ
ろ
と
い
う
感
じ
が
し
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
一
「
き
も
の
に
つ
い
て

は
、
大
学
時
代
染
色
を
学
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
て
、
大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
一

　
医
師
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
き
も

の
関
係
の
仕
事
を
や
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

★
「
医
学
の
研
究
を
す
る
に
は
、
十

日
町
で
は
施
設
的
に
無
理
。
　
（
こ
っ

ち
に
来
る
生
活
に
）
百
八
十
度
転
換

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん

が
、
勇
気
を
も
っ
て
や
り
た
い
一
と

決
意
の
一
端
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
若
い
医
師
が
少
な
い
十
日
町
に
、

雪
道
を
コ
ザ
キ
な
が
ら
往
診
に
出
か

け
る
女
医
さ
ん
の
姿
が
見
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
は
な
い
よ
う
で
す
。

越
村
　
キ
サ
（
新
座
）

樋
熊
　
茂
夫
（
新
座
第
2
）

丸
山
　
福
蔵
（
津
南
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一「
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児
童
手
当
特
例
給
付

　
児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
を
三
人
（
義
務
教
育
前
の
児
童
を

含
む
）
以
上
養
育
し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
児
童
手
当
を
所

得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
厚
生

年
金
な
ど
の
加
入
者
に
、
事
業
主
負

担
に
よ
る
特
例
給
付
が
、
一
定
の
所

得
の
範
囲
内
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
　
対
象
児
童
一
人
の
場
合

五
千
円
（
市
民
税
所
得
割
が
な
い
場

合
七
千
円
）

　
　
児
童
扶
養
手
当

　
父
と
生
計
を
一
緒
に
し
な
い
次
の

児
童
を
養
育
、
監
護
す
る
母
、
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
児
童
　
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
。

父
が
遺
棄
、
死
亡
、
拘
禁
、
生
死
不

明
、
法
に
定
め
る
障
害
の
状
態
な
ど

の
児
童
。
父
が
い
な
い
未
婚
の
母
の

児
童
。

所
得
制
限
な
ど
　
本
人
、
扶
養
義
務

者
、
配
偶
者
の
所
得
の
支
給
制
限
が

あ
る
ほ
か
、
本
人
、
児
童
が
障
害
・

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を

受
給
で
き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額
　
対
象
児
童
一
人
の
場
合

三
万
二
千
七
百
円
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
が
、
法

に
定
め
る
一
、
二
級
の
障
害
の
状
態

に
あ
り
、
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
な
ど
　
本
人
、
扶
養
義
務

者
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
る
ほ
か
、
児
童
が
障
害
に
よ

る
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は

除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額
　
一
級
…
三
万
七
千
七
百

円
、
二
級
…
二
万
五
千
百
円
。

　
詳
し
く
は
」
児
童
手
当
特
例
給
付
、

児
童
扶
養
手
当
は
市
民
生
活
課
年
金

係
、
特
別
扶
養
手
当
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
納
付
を

　
五
十
八
年
度
第
三
期
の
納
付
期
限

は
、
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
で
す
。

　
ご
都
合
で
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い

方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
金
融
機
関

か
市
役
所
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

妻消1費賭i薩豆馨知1識蓼◎馨1

　　　上手に利用したい

　　　商品券・ギフト券
　贈り物をするとき、現物よりも運搬や保管などに

便利ということもあって、商品券やギフト券、ギフ

トカードの利用が伸びています。しかし、贈り主に

とっては現物で購入する時より高額になる場合もあ

『）、上手に利用するためには、税金のことなども知

っておくと便利です。

　ギフト券などには税金が

　商品券、ギフト券は商品切手という扱いで、国税

（印紙税）と地方税（商品切手発行税）の対象にな

ン）ます。印紙税は6％で、600円未満は非課税です。

　商品切手発行税は、市町村の条例により税率も別

々で、県内の市町村は無税になっています。

　多岐にわたるギフト券

　ギフト券類も一般食料品、酒、清涼飲料、衣料品

などの商品から旅行券、ホテル利用券、お食事券、

レジャー施設利用券にいたるまで多岐にわたってい

ます。

　利用する時は

　商品券などは、商品と交換することを目的として

おり、現金化したり、現金でおつりを出すことは法

律で禁じられています。

　また、券面に金額が表示されている譲渡性のある

商品券などの保護のため、万一業者が倒産した場合

でも表示金額の者が保証されるように供託が義務づ

けられています。

固
定
資
産
税
の

申
告
を
忘
れ
ず
に

　
住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地

は
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外

の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
に
比
べ

税
金
が
安
く
な
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
中
に
、
次

の
と
お
り
異
動
を
し
た
人
は
、
五
十

九
年
一
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に
市

税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
印
鑑
を
持

参
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
告
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

　
◎
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か

っ
た
土
地
に
、
住
宅
を
新
築
や
増
築

し
た
人
。

い
1
日
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
二

…
（
元
旦
）
　
奮
5
5
の
2
0
0
3
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
　
　
　
費
0
2
5
7
1
6
3
の
2
1
1
1
番
…

…
2
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

…
　
　
　
奮
5
2
の
3
2
7
6
番
…

一
3
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
…

…
　
　
　
盈
5
2
の
2
5
8
1
番
…

…
8
日
山
口
医
院
（
袋
町
中
）
　
皿

…
　
　
　
盈
5
2
の
2
1
7
4
番
…

皿
1
5
日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
…

…
（
成
人
の
日
）
君
0
2
5
7
1
6
8
の
2
0
1
8
番
…

…
1
6
日
富
、
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
　
　
　
奮
盈
5
2
の
3
2
6
9
番
…

…
2
2
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
　
　
　
盈
5
7
の
3
0
1
8
番
㎜

一
2
9
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
　
　
　
盈
5
2
の
2
9
5
7
番
皿

難
鐵
影
瀞
灘
微
彫
馨
謝
錫

　
　
　
夕

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

1
月
1
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
7
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

ユ
月
2
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

57

年
7
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

1
月
2
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

58

年
9
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

1
月
2
3
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

58

年
3
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
蔚
籍
鯖
望
篠
鶏
韓
擁
．
科
検
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

　
◎
住
宅
を
取
り
壊
し
た
り
、
住
宅

を
事
務
所
、
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の

も
の
に
か
え
た
人
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
市
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
盈
五
七
－
三
一
一
一
番

内
線
一
一
一
）
へ
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
川
原
町
長
楽
会
有
志
　
三
千
円

…
廃
品
回
収
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

十
日
町
一
団
　
一
万
七
千
七
百
八
十

二
円
、
▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円

▼
内
藤
直
義
（
椌
木
）
　
千
円
　
▼

角
山
重
徳
（
上
新
田
二
）
　
二
万
円

…
香
典
返
し
、
▼
太
田
一
男
（
北
鐙

坂
）
　
二
万
円
、
　
▼
藤
田
美
菜
（
四

日
町
新
田
三
）
　
五
百
円
…
交
通
遺

児
へ
、
▼
十
日
町
小
学
校
P
T
A

衣
類
、
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
五
百

三
十
円
、
▼
袋
町
中
　
二
千
円
　
▼

十
日
町
地
区
婦
人
会
　
千
五
百
円
、

▼
千
歳
会
　
二
千
円
　
▼
願
入
婦
人

会
　
八
百
円
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
二
十
七
日
㈹
　
午
前
九

時
～
正
午
、
土
市
第
四
、
新
宮
第
一

の
各
一
部
　
▼
一
月
十
日
㈹
　
午
前

九
時
～
正
午
、
川
治
上
町
、
伊
達
第

一
、
伊
達
第
三
の
各
一
部
、
大
黒
沢

中
村
、
麻
畑
、
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船

坂
、
池
沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢

塩
ノ
又
の
全
部

1月18日（水）日時

午前10時～午後3時

会場　十日町市役所

明日といわず今献血を


